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学 位 論 文 内 容 の 要 旨
肝細胞癌のうち m､3個以下のいわゆる早期肝細胞癌の治療としてはラジオ波焼灼療括( A)RF3c
と外科手術が標準治療となっているが､RFAがうまくいかなかったときや不可能なときには代替
)E
T
治療として肝動脈化学塞栓療法(AC が行われているのが現状であるOしかしながら､早期肝細
胞癌に対しての TACEの成績報告はなく､早期でありながら標準治療が行えない症例に対してど
こまで積極的治療を行っていけばよいかの指標となる報告はないOそのため､今回の報告では早
期肝細胞癌でありながらもTACEを行わざるを得なかった症例に着目し､その再発､特に局所再
発と異所再発のリスクファクターについて検討を行った｡対象は岡山大学病院で新たに肝細胞癌
CA65と診断された 1 0症例のうち､早期肝細胞癌にもかかわらず姑息治療として T Eだけを施行
された 43症例を対象とした｡結果は局所再発率としては 3ケ月 6ケ月 12ケ月の局所再発率は 
43.8.28.%､2 %､3 %であった｡局所再発のリスクファク
ターとしてはリビオ ドー ルの沈着有無と腫癌マーカーの 1つであるDCPの増減があげられ､ま
た異所再発のリスクファクターとしては多発腫癌があげられた｡これらの結果から､早期肝細胞
%､3386.1 18..4%､6 %､異所再発率は 
CA癌の標準治療逸脱症例に対して､姑息治療としての T E治療を選択する上での新たな指標が示
されたO
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究は早期肝細胞癌に対して動注化学療法の再発リスクファクターを検討した
ものである.現在同療掛 .3:ラジオ波焼灼療法が適用できない場合に選択されるが､
再発についての検討は十分されていない｡岡山大学病院で肝細胞癌と診断された 
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例のうち早期でありながら動注化学療法された症例 4症例を解析した｡その
結果､3か月､6か月､12か月の局所再発はそれぞれ 1 %､33 %､6 %で､
であった｡局所再発のリスクファクターとしてはリビオ ドー ルの沈着の有無と腫疾
PCマーカーのひとつである D の増減があり､異所性再発としては多発腫疾が認めら
れた｡
実験の目的､手抜､結果とその解釈とも適切になされており､早期肝癌治療に
関する重要な知見を得たものと評価される｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認めるO
